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侍者 ANANDA 
to avoid monks giving into叫 genceof 似 胤附 ， shelterγ

medicaments. Buddha’s admonition inspired the following remar Ks. 

Vinaya I, 58. 

：：：：ごぷ：；：：：；hat one r…s is one of v…praised by 

Buddha. 
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Anand a とし、 う名は、 Pali • Sanskrit 語とも同形であり

難陀、 或は阿難とされている。意訳は慶喜とし、う。

Anand a の家系について、 次の資料か ら見る と、

Anand aの家系

の願い

仏陀と最後の瞬間

Ananda の人間味

侍者 Ananda

崖

の家系

の出家

侍者に選ばれる。

仏陀の御心

Anand a 

3. 

4. 
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大智度論 3(8) 

a j手飯王 b 白飯王 c 糾飯王 d 甘露王

~ ~ 二ι7「a i a 2 c 1 c 2 

仏難 政提

2園 摩阿

~t 提沙 詞泥

達 男直

多

Maha vastu皿（9)

a. Suddhodana b. Suklodana c. Sukrodana d. Amrtodana 

a1 Buddha bi・ Iλna叫 Cr. Nanduna E:ruddha 

山 nd…nl 山 a山
C2. Nandika I d2. Mahana.ma 

da 
b3. Devadatta I d3. Bhattika 

『大智論』には餅飯王であると記されている。また、 『王分律』 Maha-

vastu Eでは父が白飯王になっている。しかし、仏敵と言われる Deva-

dattaと Anandaとは兄弟であることが諸資料が一致している。従って

Anand a と Devadatta が仏陀の従弟であるのが明らかである。

Anandaの出生年については明確ではないが仏陀の出家年に生れたと
(11) 

いう。すれば、仏陀の一子、 Rahulaと同歳になるわけである。誕生月

日は四月十日であり、身長は五丈三寸と記されている。
(13）一

彼の終命は世寿120歳であったと言われる。 Anandaは自分自身の終命

時を知り、 Rohini河の中心で、心定三味に入ってその半身ずつ釈迦族と拘

利族とに与えて戦いを避けたという。『法顕伝』にも同じ内容が記されれ

ている。ただ、 Magadha固と vajji国との不和を避けるためだというの
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が異っている所である。 Anand a の終命が120歳で、あったと、 示される

のは理解しにくいが、長寿したのは確かであろう 。Theragathaの彼の儲

からも見ることができる。

「むかしの人々は、すで、に去り、新しい人々は、私となじまない門今

日、私はただ独り思いに耽D 一雨のために巣ごもりする鳥のようピ

友が世を去り、師も入滅されて しまった者にとっては、もはや、身み

に関して心がけることほど、親しい友は存在し t.i::cts~ 0」

この二つの ga.thaの中で、むかしの人はすでにいないとか、親しい友は

いないというところから、彼が長寿したことがよくわかる。

JI Anandaの出家

A…daが仏陀の常随侍者で、あったことは一般によく失日られている。

仏陀が四五年間、一所不在として走き回る際、彼は仏陀末年二五年の聞を

仏陀の影のように仏陀の許で侍者と して勤めた。 Anand aが何歳に出家

して侍者になったかについては明確に伝えられていなし、。 しかし、 資料を

もとにして次の方法で、推定するこ とができる。

付 Anandaの出生年は、仏陀の一子 Rahulaと周年であるというので、

Rahula伊生は、仏陀の出家年に生れたと言われる、その時仏陀は二九

歳であった口

。仏陀が成道後、一十五年頃、雨安居を Kapilavatthu、仏陀の故郷で、す

ごされている時、 Ananda は、 政提王・阿那律・婆名手・ 金毘羅・優髪離

・提婆達多・等とともに出家したと記されていぎ；その時の仏陀の年齢を

計算すると、〔29+6+15）五十歳になる。これをもとにして仏陀の年齢

を逆算すれば、（50-29十 1）二十としづ数字が出る。 これが Ananda"

の年齢であり、 出家する時の年齢でもある。

向 ~~anda は仏陀八O歳入滅ま で末年二五年間侍者と して勤めた土 し
う州、それをまた逆算すると、（80-25）仏陀五五歳より侍者の勤ー

はじまったというわけで、ある。その時 λnandaの年は二五歳で、あったの

が明かである。
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されるo

z； ； 世 尊 日 耶 舎 、 汝 均 体 転 時 過 酷o 汝亦自応須謄視者耶

白から侍者の希望者が二O余名であったが仏陀は考齢やその他の理由で、

退けられるのであるo その時、一上首弟子の一人である Moggallanaが仏

陀の御？の中を読んだのか、 Ana仙の処に行って、

「Anandaょ、世尊の御胸にはあなたを侍者とし句めさせたいと、

思っておられるのである。」と話しかけるハ

しかし、 Ananda は最初、侍者の任務が自分のものには分に過ぎる任事

であると念慮して受け入れないのであるが、弟子たちの要請のため結局受

仏年齢二九 三五 五 O 五五 八 O

仏 陀 出 家成 道アil~副主芸随侍喜入 減

A 出 家侍者
nand a 出 生 ( 20 ）はじめ五五歳

Rahul a 出生

け入れるのである。

仏陀が侍者手択においてなぜ、 Anandaのみ御心にあったのかo 他人は

年老であり、 Anandaは若者であるからとすれば、当時教団内には An

nda以外若者たち吋にしつ吋であろう。ただ Ananda:;  

者であることにより、侍者としての専門性を持っていったと思われる。仏

~~~：；江主主；立立た土：J；；二~~~；；：
教えも、「梗概要領」として筆録より口伝によって伝えられるのが、最初の

在り方七あった。当時伝統的な学問は筆録より記憶の方法によって口伝さ

れるのが、もっとすくれた匂方法であるから筆録しなかったとも点。

い？、れにしてもすくれた暗記が重要で、ある時代で、あるO 師の教＇~門
暗記して伝承するのには記憶術が必要とするのである え」 iし、て

侍者という役割はいつも仏陀のおそばでいながら世話ーする役割なので、当

然仏陀？説法を聞く期会も多いのであるO ちなみに聞いた説法をできる限

り全部記憶しておくことも大切な任事で、あろう。

33 で

32 

さて、この三つの記録に従うと、 Ananda、20歳頃、 Kapilavatthu

出家、二五歳頃、侍者になって仏陀八O歳入滅まで、勤めたことになる。

図表として示すと次の通りである。

侍者に選ばれる

仏陀の御心

抵園精舎で、仏陀は比丘等に向って、

「比丘らよ、現在われは考齢で、あり、体も衰弱している。常随侍者一人

を指定してくれ。」と。

白から告げられる。仏陀成道後、五五歳頃まで定められた侍者がし、なった

のである。しかし、仏陀の身のまわりを世話している侍者はあったらし

い。けれども、彼らは仏陀の御心を充分満足させなかったようであるO

「我がこの路から行けと、言っても彼らは他の路から行き、我の鉢や衣

を地上に投げるような姿もあった。」と。

告げられる。これは仏陀のよい侍者が必要であることをよく示されている

とも言える。

仏陀の希望に従って当時上首弟子、 1喬陳如・阿説示・抜提・舎利弗・目提

連・金毘羅・離婆多・大迦葉・大拘締羅・大周那・大迦栴延らが集合して
(21) 

相談したのである。その席で、僑陳如が先きに立って、白から侍者になり

1 

前凪

仏陀はそのすぐれた記憶術を Anandaに見つけたので、侍者として適

~：~：~ ~ ；.；：：~~I~~t：~~：： ζ：：；：：：~a~~：g; _1;1~、し
て百を知り、意義を知り、言葉や語句に精通する者、よく会得し、そして

たいと申しあげるのである口彼は最初仏陀が出家なされ苦行する時、浄飯

王より仏陀の身辺保護を頼まれた人で、ある口いわば、五比丘の中の一人で

ある。

しかし、僑陳如の侍者希望は、仏陀より年長者であると、仏陀から拒否
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もし、私の不在中、世尊が説法せられたものを私が帰えたら、私に

教えてくださる希望、

以上八つの願いである。

Ananda は侍者として仏入滅まで25年間、仏陀の意志通り動き、

をよく守り、少しも怠ることなく侍奉したのである。

「仏陀が経行されてい られる時、私はその後からつき従って経行 し

また仏陀が教えを説かれている時、私は智慧が生必。」と しているD

よ、 我のためにサーラ双樹（yamakasala）の聞に、頭

を北向きして床敷け。 Ana山よ、我は疲れた。我は横になり T；で）、

これは仏陀が入滅に臨んで、 Anandaに告げ、られた言葉で、ある。 Ananda

にとっては、師であり、従兄である仏陀のこの一言葉が彼に断腸の痛みを

与えられたのは相違いない。 Ananda はあまり悲しくて泣くのである。

「鳴呼、私は有学で、またなすべきものがある。 しかも私を慰んでく
(31) 

ださる師は私を離れて、般浬擦に入りになる。」と、絶叫するのである。

仏陀は Ananda の悲しみを気づかれたか、慈愛の言葉で、

次き、仁〉に対しては、

「Ananda は仏陀の托鉢の中の供養を食べるために侍奉する」と。

われる恐れを避けるためであろう D 三に対しては、

「比丘らをはじめ、教団内外の人と外道らが時節をわきまえず、仏陀を

訪れる恐れがあることを」。避けるためであろう。 しかし、 パーリ のJa-
「Ananda よ、 泣くのを止めよ。かつて我がこのように説いたのでは

ないか。すべてのどんな愛しく好きなものとも〔生〕別し 〔死〕別し、

八つの願いが記されてい

〔死後境界を〕異にすると。 Anandaよ、かの生じて、存在せる、造ら

れたる壊れる性質あるものであって〔しかし〕それが壊れないというよ

には四つの拒否と四つの希望と合わせ、taka 
(28) 

る。

うな、そのような、道理があるはずはない口

長い間、 Ananda よ、汝は慈愛ある、安楽ある、二つとない、無量の

身業に依りて、 口業に依りて、意業に依りて、如来に近侍してく れたo

Anand aよ、汝はよく してくれた、 精進を行なえよ。速かに無漏〔の
(32） 一

身〕 となるであろう。」と Anandaを慰労する言葉を述べられる。さら

彼

教え

侍者 ANANDA 

もし、私が疑惑が起った時、即刻世尊に親近が許される希望

仏陀が

は我の侍者として忠実を尽した。

に告げられる。

仏陀と最後の瞬間

で Ananadakusinara 

「Ananda 

Anand a 長い間、「比丘らよ、

3 

的

仏）

？こ一口

まず、 四つの拒否とは、

仏陀自分が得られた衣を私に与えず、

仏陀の鉢の食物を私に与えず、

仏と同じ芳香ある住民に住むことを許されず、

私を連れて招待に行かれないする こと

次ぎ、四つの希望とは、

＠ もし、 私が受けた招待に世尊も行かれてくださる希望、

付 もし、 私が外国や遠い地方から連れてきた仲間を世尊が面会してく

ださる希望

ωリ

ω
同

制

意義を探求す~J と いう 。
Anand a 

どうして A nan白が三願を取り挙げたのか、九の如く 考えられる。

付に対しLは、諸比丘が Anandaに対して、 「Anandaは仏陀の衣を着

るために仏陀に侍奉する」と。嫉妬される恐れを避けるためであろう D

34 

の願い。

Anand a自分は仏陀の侍者に選ばれることについて最初拒否したが、 上

首弟子からの要請があったため受け入れる。 しかし、 受諾する代りに、条

件いわば、闘いをつけるのである。

、 「尊者、山旬 ga出品←ょ、←世尊が私の三つの願、いを許して下さ

るならば、如来の侍者になります。」と。その三つとは、

願不著仏新故衣。

願不食別請門会。

願不非時見仏也。

2. 

ωリ

ο
日
開



：：温和し優しく よく我吋を聞して忘れな一白人々に料て

は徳を輝いた。また、 Ananda はよく時を知った。比丘、比丘尼をは

じめ、在俗の人々が我を詣する時、時を計って人々に多くの功徳をくれ

た。遠くから来た比丘が我の許に来る時に Anandaは親切に迎えたo

比丘尼に対しても、在俗の人々に対しても、 Anand~ は親切に迎えて
くれた。彼等は Ananda の親切に喜んだである。 Anandaは実に敬

度なる侍者である。 Ananda はやさしさと美しさとともに、符、を倶し

たので、ぁ2：」と ほめるので、あるD

λnanda は侍者、として仏陀を満足させられたようである。 しかし、侍

者の任事が Anandaにとっては重かったのか、仏入滅後 第一結集前夜

まで有学であったと言われる口

4 Ananda の人間味

λnanda は弟子7こちの中でも人情味が深い人物であると知られてい

る。仏陀の入滅際 厳しい修行者の姿を忘れて絶叫しながら京悼の情を顕

われたこ とは勿論ことと言えるが、 Sariputtaか、仏陀より先に亡くなっ

た時も彼の哀惜な心をよく読められる。

「四方、さだかに見えず、教えもまた、私にとってむかでないo 友

がこの世を去ったので、暗黒に覆われたように思われる。」 Mahavaギa

によれば、 Mah忌kassapa がA~~~nda に具足戒の教授を頼まれるが、
「Theraの名は私には相応しない。」と、辞退したという。これは彼の

-a apatiが、出家入団を仏陀に申
敬度な姿であろう。仏陀の養母 Mahapj一

しあげたが、受け入れなかった。しかし、 Anandaの取り成しによって許

可されたのである。これも彼の深い共感の心の発路であろう o 彼を、温和

な慈愛の心と敬度な性格と人情心深いとを持つ人物で、あると、言ってもよ

いであろう。そのような人物であったので、かえって、 arahantを得るの

が遅れたのかも知れない。

日尼僧教団

比丘尼教団の成立において注目すべきものが Anandaである。すでに

侍者 ANANDA 37 

できた比丘教団から、女性は仏教の器ではないと。認定されている当時、

Anand a の取り成すによって仏陀より許可を受けたのである。

最初の尼僧は Mahapajapatiである。彼女は仏陀の養母であり、 Nanda

の生母である。 Nandaも出家し、孫子である Ra.hulaも出家した上に、

夫君浄飯王も亡くなられたので、人生無常を感じたのか、出家を求めたの

である。 Mahapajapatiが仏陀の所にいって、

「世尊よ、女人も第四沙果をもとめて、これによって女人も正法律の

中において、信に至って家を捨てて道に修むことができるでしょうか、」
(36) 

と、訪ねたので、ある O 世尊、日わく、「止めよ、止めよ、塵曇弥よ、」と、

彼女の出家を許さなかったので、ある。

この様を仏陀の下で、見た Anandaが仏陀に女人も 出家できるように三

度懇請したとし、ぅ。それでやっと、仏陀が許可して、尼僧教団が成立した

のである。 Mahapajapatiをはじめ、釈迦族の女人達が出家することにな

ったD しかし、仏陀は彼女らのために新たに八つの規則を設けられた口言

わば、 八尊師法である。

付比丘尼は比丘に従って戒を受けなければならなし、。。比丘尼は半月毎に比丘の教えを受けなければならない。

同比丘がし、ない処に安居しではならない口

帥安居が終ってから両部衆に向って、見、問、疑、の三事に対して請し

なければならない。

伺比丘尼は比丘の許可がなければ、経、律、論、に就いて質問すること

ができない。

的比丘尼は比丘の犯戒を挙げてはいけないが、比丘は比丘尼の犯戒を挙

げられる口

同比丘尼が、もし、僧伽婆戸沙を犯したならば、両部衆の中で半月の問

謹慎を行わなければならなし、。

仏） 受戒百歳の比丘尼も新比丘を拝礼しなければならない。

以上、八尊師法を説けられると同時に、女人の出家ために正法時代一千年

が、正法五百年に、滅したと告げられるのである。
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Anand a が仏陀在世時、侍者の任事は勿論、教団内外においても重要

な役割をはたしたにもかかわらず、仏陀入滅後、第一結集が終ると、 Ma-

hakassapa ら上首弟忍こよって過去侍者時代の行動を取り挙けられ、 罪

して問責されるので、ある。

仏入滅後、年老いて出家した Subhadda （最後の弟子とは同名異人？

の暴言によって、 第一結集が行なれることになった時も、経の請出は An

and a によるもので、あった。それほど彼の役割は重要であったのである。
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